
1 施設状況・事業収支 2 事業の実施状況

3 指定管理者業務の実施状況の確認（管理運営全般）  

4 指定管理者業務の実施状況の確認（個別業務）

②③個人情報に関連する問題は発生しておらず、これは研修を定期的に行うことにより、従事者
　への教育が行われた成果と考えられる。
④必要な保険等に加入し、対応が図れるよう努めていた。
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施設管理運営に必要な人員
が適切に配置されていたか
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研修費

･工芸村　社員1名

112.39

繁忙期の体制強化を協定時はアルバイトの増員で図ろうとしていたが、社員を
増員することで対応した。これにより繁忙期以外の時期においても強化を図る
ことができていた。
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職員配置
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130,000

自販機売上手数料

車両維持費

30,000,000
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評価

利用者の公平性の
確保

人 109.38

93.70

目標（協定内容・指定管理者提案）

・野外活動センターの宿泊では町内学校団体、町外学校団体、町内一般団体、町外一般団体ごとに申込受付をしている。日帰り利用は電話と窓口受付
　で一ヶ月前から行なっている。
・キャンプ場は町内三ヶ月前、町外一ヶ月前から電話と窓口受付を行なっている。
・工芸村は六ヶ月前から電話と窓口受付を行なっている。
・グラウンドは抽選受付を行なった後、電話と窓口での受付を行なっている。

利用料金制度

3,203,778

33,155
桃沢キャンプ場

29,500

人

指定管理者名
加和太建設株式会社

法令根拠等

施設概要

4,225

確認項目

自主事業

自然の中での活動を通じて町民の健康増進を図るため、町民に健全なスポーツの場を提供し健康の増進を図るため及
び自然の中で工芸等の体験及び創作活動を通じて、豊かな感性や創作意欲の涵養を図るための施設。

5年
（年）

施設設置目的

平成30年４月１日から平成35年３月31日まで

・施設貸出　・施設安全管理　・各種イベント開催

長泉町桃沢野外活動センターの設置及び管理に関する条例及び規則

長泉町公の施設に係る指定管理者の指定手続等に関する条例及び施行規則

平成31年度指定管理者モニタリング評価調書

健康増進施設

追加事業、未実施事業及びその理由区分

料金制度適用

施設名称

代表者

課名（所属名）
住民福祉部門

長泉町桃沢野外活動センター、長泉町桃沢キャンプ場、長泉町桃沢グラウンド、長泉町桃沢工芸村

利用区分等

16,683

予算額

事業収支
（単位：円）

事務消耗品費

収
入

51,860

施設利用状況

担当

指定期間

チーム・グループ名
杉山  光司健康企画チーム

所管課：部門名

笹原　英樹

％

人 ％

142.26
％

％

％

％

84.16

長泉町桃沢工芸村の設置及び管理に関する条例及び規則
長泉町体育施設等の設置及び管理に関する条例及び規則

健康増進課

実施計画
検証

【改修工事による休場】野外活動センター（R1.11～R2.3）※キャンプ場・工芸村は休場せず施工
【コロナによる利用制限】グラウンド（一般のみ(高校生以下利用禁止)R2.3）

施設利用料等売上

3

施設の主な実施事業

評価
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計

人

予定（計画・目標）

981,000

58,207

金額
47,394,626

租税公課

減価償却

旅費交通費

諸会費

支
出

売上原価
人件費

広告宣伝費

0
100,000

水道光熱費

評価

売上原価
人件費
求人採用費
広告宣伝費

協定・仕様等
の確認

1,027,689

交際費
水道光熱費

3

4,823,902

5,000,000 5,315,331

①毎月及び四半期ごとに業務報告書を作成し、指定された期日までに提出しなければならない。

1,688,606

協定時の配置予定
・野外活動センター　社員5名　繁忙期アルバイト5

計

・H30年度実施事業（継続） ○新規事業
指定管理初年度である昨年度の経験を踏まえて、従前実施
してい高い事業に加え、利用者ニ ーズを的確に捉えた新た
な自主事業を数多く展開していた。具体的には野外活動セ
ンター及び工芸村を中心とした体験教室等である。

3

計

3

実施内容
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の
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理

実施計画
検証

・健康増進事業の企画及び実施
・業務報告

3

①清掃業務、②施設・設備の点検、③植栽等の管理・除草等、④簡易修繕

・守秘義務の徹底
・緊急時対策及び防犯・防災対策

・乳幼児手形体験

・個人情報保護の徹底

実施状況

○町指定事業は全て実施した。
○緊急時（新型コロナ）対策として、手指消毒剤を設置
  し、消毒の徹底を図るとともに、キャンセル料の免除
  等の対策も講じた。

・各種法令順守

区分

町指定事業

・4施設の管理運営業務

評価

・森の中のヨガ教室　　　　　　　等

4

・GWイベント（竹とんぼ・ストラックアウト等）
・キャンプ体験（わんぱく・ちびっ子原始人）

・施設及び設備の維持管理

　である昨年度の経験を踏まえて、利用者ニーズを的確に捉えた様々な自主事業を展開していた。
3

②施設や設備に関する苦情や不具合の報告はなく、法令等に沿った対応がなされていた。
③町職員による点検において問題はなかったこと、また苦情もなく適切に業務が行われていた
　と判断できる。

・アウトドア教室

④簡易的な故障や不具合は迅速且つ適正に行われていたことから適切な業務が行われていたと判断できる。

①清掃に関する苦情はなく、町職員による点検でも問題がないことから、適切に業務が行われていたと判断できる。

⑤町職員による点検でも問題がないことから、適切に業務が行われていたと判断できる。

①改修工事による閉場期間もあり大規模なイベントは開催できなかったが、指定管理初年度

①イベントの企画、開催
②ホームページ・フェイスブック・町広報等により、施設及び地域の情報発信

計

・工芸村　社員1名・アルバイト2名

287,500

-3,441,656

配置実績

77,217,702

支払手数料
雑費
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　を講じるとともに、関係者に対して緊急事態発生の旨を通報しなければならない。

③個人情報の保護に関する法律及び長泉町個人情報保護条例の規定に沿い、遵守する。
④業務上の瑕疵により生ずる損害賠償に対応できるよう、適切な保険に加入しなければならない。

①大きな事故等は発生していない。

寄付金

②平成30年度に作成したホームページやフェイスブックを活用して積極的に施設のイベントや
　施設の近況等を提供に加え、ユーチューブを活用した独自映像を活用した施設紹介等を積極的
　に行っていた。

②管理運営業務の実施によって知り得た情報や秘密及び委任者の行政事務等で一般に公開されていない事項を
　外部に漏らし、他の目的に使用してはならない。

①指定期間中、管理運営業務の実施に関連して事故や災害等の緊急事態が発生した場合、速やかに必要な措置

評価

そ
の
他 実施計画

検証

①協定のとおり、問題なく月報、四半期報ともに定められた期日までに作成され委任者
　に提出されていた。
②提出された報告書をもとにモニタリングを実施した。

②毎年度末にモニタリングを実施する。



5 利用者評価 【指定管理者自己評価】
内容
（１）アンケート調査

（１）これまでの取り組みに対する評価
Ⅰ　利用増加への取り組み

Ⅱ　コスト削減に対する取り組み

Ⅲ　その他
6 担当課評価

（２）指定管理者業務実施上の課題

（３）次年度以降の取り組み

・複数施設利用率を営業やHP・FB等でアピールし上げていく。
・キャンパー人口の拡大の為の底辺拡大と底上げ。
・例年、閑散期に利用していた顧客への呼び戻し営業を行ない、リピート率を上げる。

評価

・殺虫剤を撒いて駆除。定期巡回及

3

　び注意喚起の強化を図る。

・陶芸見学の継続を希望 ・毎年、恒例になるよう開催予定。

・スズメ蜂対策の実施を希望
・剥製の継続展示の実施を希望
・テントサイト縮小を心配 ・前向きに検討することを説明。

・塩化カルシウムを撒いて対策した。

評価

（１）良好とする評価

平成31年度指定管理者モニタリング評価調書
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職員配置

その他

管理運営全般

総合評価

主な要望
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か
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・

要
望
・
苦
情

（２）苦情・改善等の要望事項
・接客対応が良い。

区分

施設名

・受付時においてアンケート記入のお願いを実施している。
・インターネットを活用したアンケートを実施している。
・目安箱を設置し記入してもらっている。

・施設の点検強化によって不良箇所を早期発見し、修繕費の削減に努めた。

指定管理者自己評価

・水道光熱費の消費を意識した。

・近隣の学校団体への利用推進。
・底辺拡大、新規顧客獲得を意識した自主事業を開催。

・利用者のニーズを察知し、利用環境を改善して、新規顧客獲得と利用拡大を図る。
・施設だけでなく、地元地域全体の活性化をより意識したイベント等を行ない、地域全体を盛り上げていく。

・地域住民との信頼関係を築き、協力体制を強化した。

・電動アシスト付き自転車導入で桃沢や長泉町の魅力を発信した。

・自然環境を利用できる施設として安全面や美化に一層力を注ぎたい。

利用者評価

総
合
評
価

評価区分

施設利用状況

施設の維持管理 3

4

3

3

3

・コスト削減に関してまだ検討できる余地があり、利用者の満足度を下げずにコストを抑える。
・来年度は改修工事により施設利用者の増加が見込まれるが、安定した利用者を確保するためにはリピーター
を増やすことが重要である。そのためには、初回利用時において高い利用者満足度を得る必要があり、オープ
ン前にデモンストレーションを繰り返し行うといった万全な準備をしていただきたい。
・より多くの利用者ニーズを正確に把握するため、現在のようなアンケートに加え、利用報告書に選択式アン
ケートを記載させる等の手法を用いて、こちら側から積極的に把握するよう努めていただきたい。
・利用者拡大に向けて、障害のある方等も利用できる環境整備として、ハード面は勿論だが、人材育成等ソフ
ト面においても力を入れて取り組んでもらいたい。
・新型コロナウイルス感染症拡大防止として、これまで施設の休場休館等に積極的に対応していただいている
が、利用者ニーズを考慮し、できる限り施設閉鎖を伴わない方策を検討し、実践していただきたい。

3

3

3

危機管理対策

取り組みに対
する指示事項
及び改善案等

【施設利用状況】
　桃沢キャンプ場除く３施設は目標値を上回っており利用状況は良好であった。
　しかしながら、大規模改修工事の施工に伴い11月から野外活動センターを休場したこ
と、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として3月からグラウンド利用に制限（高校
生以下利用禁止）を設けたこと、感染を危惧した利用控え等があったことにより、野外活
動センターは前年度実績を、桃沢キャンプ場は目標値及び前年度実績を下回った。
【事業収支】
　収支はマイナスとなったが、正規社員を新規に採用し増員したことで業務の強化が図ら
れた。
　なお、マイナス収支となった主要因は正規社員1名を採用したことによる支出の増加だ
が、大規模改修工事の施工に伴う施設の休場、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に
よる利用制限、感染を危惧した利用控え等による利用料収入の減少も影響した。
【施設の維持管理】
　不具合に対する迅速な対応、適切な点検実施等により、大きなトラブルもなく、安定的
な施設利用を可能とした。また、清掃業務も常時適正に行われ、町職員の点検においても
施設全体がきれいな状態が保たれており、この点に関する苦情も入っていない。
【苦情・要望に対する対応】
　苦情に対し迅速な対応と丁寧な説明により、大きなトラブルに発展する前の解決が図ら
れていた。また、要望に対しては町と協議のうえ対応を図っていた。

事業実施

事業収支

・参加人数の少ないイベントに関しては、廃止や見直し等の検討が必要。

・町とのヒアリングの中で、運営状況や情報提供を密に行い、改善に努めた。

・地元地域への営業や協力。
・町広報だけでなくホームページやフェイスブックを使った施設のアピール。

4

・桃沢キャンプ場の利用者に桃沢工芸村の利用を推進し、桃沢工芸村の利用と周知が出来た。

・社員で出来る限りの業務を行ない、業務委託費の削減に努めた。

・秋から冬にかけての閑散期の平日利用を増やす対策、工夫が必要。

・視察を行ない、良い部分を取り入れるように務めた。

・霜によるぬかるみ対策を希望
・一定数の確保は可能と説明し解決。

野外活動セ
ンター

桃沢グラウ
ンド

3

未
実
施

（対応）

工芸村


